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構構 成成

第１４回流域委員会説明範囲

第１３回流域委員会説明済範囲

第１５回流域委員会説明範囲



４．治水の基本的な考え方４．治水の基本的な考え方

①①概ね３０年間の計画とする概ね３０年間の計画とする

②②治水対策の基本構成治水対策の基本構成

治水対策

量的安全度の確保

質的安全度の確保

危機管理対策



○○対象洪水対象洪水

河川整備計画の対象規模はＳ４７年７月１２日河川整備計画の対象規模はＳ４７年７月１２日
洪水とする。洪水とする。



○対策ブロックの設定

※山付・支川流入地点・大規模構造物等に区分される対策ブロックを設定
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整備計画の対策箇所としない
こととする。
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対策後による流下能力増 対策前流下能力 Ｓ47.7洪水流量

７．対策の効果７．対策の効果
○対策の効果（揖保川流下能力図）
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対策後による流下能力増 対策前流下能力 Ｓ47.7洪水流量
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○対策の効果（栗栖川・引原川流下能力図）
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○○対策の効果（流下能力不足発生頻度と対策の効果（流下能力不足発生頻度とS47S47洪水対策による解消数）洪水対策による解消数）
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○○対策の効果（流下能力不足発生頻度と対策の効果（流下能力不足発生頻度とS47S47洪水対策による解消数）洪水対策による解消数）

栗栖川栗栖川 引原川引原川
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対策前の想定氾濫区域 対策後の想定氾濫区域

○○対策の効果（Ｓ対策の効果（Ｓ45.8.2145.8.21氾濫シミュレーション）氾濫シミュレーション）

【想定される被害（対策前）】

浸水面積
（ｈａ）

浸水世帯数
（世帯）

3,186
床上：8,072
床下：6,766

【想定される被害（対策後）】

浸水面積
（ｈａ）

浸水世帯数
（世帯）

2,958
床上：7,079
床下：6,743



対策前の想定氾濫区域 対策後の想定氾濫区域

○○対策の効果（対策の効果（H10.10.18H10.10.18氾濫シミュレーション）氾濫シミュレーション）

【想定される被害（対策前）】

浸水面積
（ｈａ）

浸水世帯数
（世帯）

1,335
床上：2,402
床下：1,555

【想定される被害（対策後）】

浸水面積
（ｈａ）

浸水世帯数
（世帯）

1,076
床上：2,059
床下：1,366



対策前の想定氾濫区域 対策後の想定氾濫区域

○○対策の効果（対策の効果（S51.9.10S51.9.10氾濫シミュレーション）氾濫シミュレーション）

【想定される被害（対策前）】

浸水面積
（ｈａ）

浸水世帯数
（世帯）

3,049
床上：  5,557
床下：14,428

【想定される被害（対策後）】

浸水面積
（ｈａ）

浸水世帯数
（世帯）

2,782
床上：  5,237
床下：14,422



対策前の想定氾濫区域 対策後の想定氾濫区域

○○対策の効果（Ｓ対策の効果（Ｓ39.9.2439.9.24氾濫シミュレーション）氾濫シミュレーション）

【想定される被害（対策前）】

浸水面積
（ｈａ）

浸水世帯数
（世帯）

1,099
床上：1,679
床下：1,774

【想定される被害（対策後）】

浸水面積
（ｈａ）

浸水世帯数
（世帯）

785
床上：1,088
床下：1,702



８．質的安全度確保の基本的な考え方８．質的安全度確保の基本的な考え方

●●浸透による破堤浸透による破堤

河川水位が高くなり堤防にしみ込み、もろくなった堤防が崩れ、堤防が破壊されます河川水位が高くなり堤防にしみ込み、もろくなった堤防が崩れ、堤防が破壊されます

●●侵食による破堤侵食による破堤 堤外地 堤内地

▽

堤外地
堤内地

破堤した
部分

▽

堤外地 堤内地

破堤した
部分

▼

洪水流が堤防に当たることにより侵食を受け堤防が破壊します洪水流が堤防に当たることにより侵食を受け堤防が破壊します

▽

強い流れ

の力

８．１８．１ 堤防質的（破堤）対策の検討堤防質的（破堤）対策の検討



既存地質調査結果の収集整理既存地質調査結果の収集整理
既存検討資料の整理既存検討資料の整理

①①既存資料の収集整理既存資料の収集整理

Ａ；相対的に安全性が高い

Ｂ；相対的に安全性がやや高い

Ｃ；相対的に安全性がやや低い

Ｄ；相対的に安全性が低い

③③浸透詳細点検浸透詳細点検

概略点検区間毎に河川縦断方向概略点検区間毎に河川縦断方向
に詳細点検し、概略ランクの妥に詳細点検し、概略ランクの妥
当性を検証し、Ｃ，Ｄ区間につ当性を検証し、Ｃ，Ｄ区間につ
いては更に横断詳細点検を実施いては更に横断詳細点検を実施

④④侵食点検侵食点検

洪水時の流速に対する護岸や洪水時の流速に対する護岸や
植生の安全性を点検植生の安全性を点検

⑤⑤要要対策対策区間区間のの設定設定

浸透浸透またはまたは侵食の侵食のいずれかいずれかに対して危に対して危
険な箇所険な箇所を要を要対策対策区間とする。区間とする。

②②浸透概略点検浸透概略点検

外力、土質、被災履歴等によ外力、土質、被災履歴等によ
り、安全性をランク分けり、安全性をランク分け

○○要対策区間の設定要対策区間の設定



揖保川

8.95km9.4km

要対策
延長

点検済
延長

○○ 要要対策対策区間（平成１６年度末調査時点）区間（平成１６年度末調査時点）

点検済区間

要対策区間

詳細点検は平成１７年度に終了予定詳細点検は平成１７年度に終了予定



○○堤防質的対策優先順位の基本的な考え方堤防質的対策優先順位の基本的な考え方

②② ①①の区間のうち、浸透、侵食いずれにも対策が必要なの区間のうち、浸透、侵食いずれにも対策が必要な

区間を優先する。区間を優先する。

③③ ②②の区間のうち、破堤に至る条件である洪水位がＨＷＬの区間のうち、破堤に至る条件である洪水位がＨＷＬ

となる可能性が高い（流下能力が小さい）区間より優先する。となる可能性が高い（流下能力が小さい）区間より優先する。

④④ ③③の結果、優先順位が高い区間でも、破堤による氾濫区の結果、優先順位が高い区間でも、破堤による氾濫区

域が限定的であったり浸水被害が極端に小さいと想定され域が限定的であったり浸水被害が極端に小さいと想定され

るる区間については、優先順位を下げる。区間については、優先順位を下げる。

⑤⑤ ①①の区間のうち浸透、侵食いずれかで対策が必要な区間にの区間のうち浸透、侵食いずれかで対策が必要な区間に

おいて、おいて、②②～～④④同様の検討を行い順位付けを行う。同様の検討を行い順位付けを行う。

①① 要対策区間のうち、堤防整備済み区間を優先とする。要対策区間のうち、堤防整備済み区間を優先とする。



浸透・侵食対策工

○○ 対策工法の事例対策工法の事例

▽Ｈ.Ｗ.Ｌ

浸透対策工

▽Ｈ.Ｗ.Ｌ

侵食対策工

▽Ｈ.Ｗ.Ｌ

高水護岸工・遮水シート

遮水シート

高水護岸工



８．２８．２ 中川高潮対策事業（継続）中川高潮対策事業（継続）

揖保川

中川

元川

本
町
橋

網
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大
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中
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新
中
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新
元
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八
十
橋

高潮堤計画区間（全体）高潮堤計画区間（全体）

揖保川、中川では河口～２．４ｋを高潮堤計画区間としている。揖保川、中川では河口～２．４ｋを高潮堤計画区間としている。
平成１１年度着手平成１１年度着手

御津町

姫路市網干区浜田

姫路市網干区興浜



①①平成平成1111年年99月月2424日台風日台風1818号による号による

熊本県不知火町での高潮被害熊本県不知火町での高潮被害

（（H11.9.24H11.9.24、熊本日日新聞）、熊本日日新聞）



高潮状況

浜田地区浜田地区

中川中川元川元川

②②中川において高潮対策事業を実施中川において高潮対策事業を実施

既に土堤部が既に土堤部が完成完成し、盛土が安定し、盛土が安定

特殊堤施工に当たって、用地買収等の必要がない特殊堤施工に当たって、用地買収等の必要がない

背後地に資産が集中している背後地に資産が集中している



③③実施状況実施状況

中川中川元川元川

浜田地区浜田地区

施工済み区間施工済み区間(H16(H16年度）年度）

計画区間計画区間

中川橋中川橋

施工途中の高潮堤施工途中の高潮堤

未施工区間未施工区間



④④平面図平面図

施工済み区間施工済み区間(H16(H16年度末）年度末）

計画区間計画区間

浜田地区浜田地区

中川中川

元川元川

高潮堤完成断面



⑤⑤平成平成1212年度高潮堤工事中に左岸側で大量の廃棄物年度高潮堤工事中に左岸側で大量の廃棄物

（（H13.3.2H13.3.2、神戸新聞）、神戸新聞）

（（H13.3.H13.3.、朝日新聞）、朝日新聞）



⑥⑥中川特殊堤検討委員会の設置中川特殊堤検討委員会の設置

・廃棄物処理、土木工学の有識者よりなる検討委員会を設置。・廃棄物処理、土木工学の有識者よりなる検討委員会を設置。

・・｢｢廃棄物層対策基本構想廃棄物層対策基本構想｣｣をとりまとめた。をとりまとめた。

・上記の対策基本構想に従い、事業を実施中。・上記の対策基本構想に従い、事業を実施中。

基本構想方針基本構想方針

◎◎廃棄物層廃棄物層 →→ 基本的に撤去基本的に撤去

◎◎堤防敷下の廃棄物層について堤防敷下の廃棄物層について

撤去には長期を要する撤去には長期を要する

↓↓そのためそのため

◎◎汚染拡散防止工検討汚染拡散防止工検討

◎◎堤防の安定性評価（当面は現位置管理）堤防の安定性評価（当面は現位置管理）

◎◎環境基準を満足している場合、建設残土としての有効利用環境基準を満足している場合、建設残土としての有効利用

土中の廃棄物



８．３８．３ 耐震耐震対策事業対策事業

対策必要区間の抽出対策必要区間の抽出

堤防が地震により沈下等の被災を受けた際に河川水による浸水の二次被害を堤防が地震により沈下等の被災を受けた際に河川水による浸水の二次被害を

受ける恐れのある区間として、堤内地盤高が朔望平均満潮位＋２ｍ未満の区受ける恐れのある区間として、堤内地盤高が朔望平均満潮位＋２ｍ未満の区

間の堤防を点検対象とした。間の堤防を点検対象とした。

堤防及び基礎地盤の土質調査結果より、地震による堤防の被害状況及び堤防堤防及び基礎地盤の土質調査結果より、地震による堤防の被害状況及び堤防

の沈下量を簡易的に予測し、二次被害の可能性のある区間を抽出。の沈下量を簡易的に予測し、二次被害の可能性のある区間を抽出。

（概略点検）（概略点検）

概略点検により対策が必要とされた区間について、追加ボーリング・土質試概略点検により対策が必要とされた区間について、追加ボーリング・土質試

験を実施し、堤防の安定計算により対策の必要性を判断。験を実施し、堤防の安定計算により対策の必要性を判断。 （詳細点検）（詳細点検）

揖保川本川揖保川本川 左岸－０．４ｋ～０．０ｋ左岸－０．４ｋ～０．０ｋ

右岸右岸 ０．６ｋ～１．０ｋ０．６ｋ～１．０ｋ

中川・元川中川・元川 右岸右岸 ０．０ｋ～１．１ｋ０．０ｋ～１．１ｋ を対策必要区間とした。を対策必要区間とした。



○ 要対策箇所（本川）

本
町
橋

本
町
橋

対策済み区間

揖保川本川は平成揖保川本川は平成1717年度に耐震対策を年度に耐震対策を
完了完了

地盤改良施工状況地盤改良施工状況



○ 要対策箇所（中川・元川）

中川

元川

中川・元川右岸の対策工法中川・元川右岸の対策工法

については詳細検討中については詳細検討中

▽朔望平均満潮位

▽計画高水位

中 川（0.4ｋ）

▽計画高水位

▽朔望平均満潮位

元 川（1.0ｋ）

縮尺比

縦：横＝１：１０

縮尺比

縦：横＝１：１０



●河川情報、防災情報に関する
課題と対応

●水災防止力に関する課題と対応

●地震・津波対策

●●河川情報、防災情報に関する河川情報、防災情報に関する
課題と対応課題と対応

●●水災防止力に関する課題と対応水災防止力に関する課題と対応

●●地震・津波対策地震・津波対策

９．１９．１ 危機管理対策の項目危機管理対策の項目

９．危機管理対策（減災）の基本的な考え方９．危機管理対策（減災）の基本的な考え方



９．２９．２ 防災情報に関する課題と対応防災情報に関する課題と対応

現状で洪水時、常時収得できる河川情報は、現状で洪水時、常時収得できる河川情報は、
・主要水位観測所８箇所からの水位情報のみ・主要水位観測所８箇所からの水位情報のみ
・ＣＣＴＶによる画像情報は馬路川排水機場１箇所のみ・ＣＣＴＶによる画像情報は馬路川排水機場１箇所のみ

状況を詳細かつ具体に把握できる画像情報を管理区間全域で取得できる状況を詳細かつ具体に把握できる画像情報を管理区間全域で取得できる
必要がある。必要がある。

洪水時での樋門、水門、閘門の門扉操作の遅れは重大な被害を洪水時での樋門、水門、閘門の門扉操作の遅れは重大な被害を
もたらす恐れがある。もたらす恐れがある。

・現状では樋門監視装置による門扉状況の監視は対象４９施・現状では樋門監視装置による門扉状況の監視は対象４９施
設中１３樋門に止まっており、大部分は樋門操作員への電設中１３樋門に止まっており、大部分は樋門操作員への電
話、河川巡視により確認している。話、河川巡視により確認している。

樋門等施設の状況を迅速かつ的確に把握する必要がある。樋門等施設の状況を迅速かつ的確に把握する必要がある。

ＣＣＴＶの配置と光ネットワークの整備を行う。ＣＣＴＶの配置と光ネットワークの整備を行う。

施設毎に光伝送装置を設置し、門扉の開閉状況等の情報を光ネット施設毎に光伝送装置を設置し、門扉の開閉状況等の情報を光ネット
ワークを通じ収集する。ワークを通じ収集する。

●●河川管理情報の課題河川管理情報の課題



■光ネットワーク整備状況

姫路河川国道事務所



（（姫路河川国道事務所の実施事例）姫路河川国道事務所の実施事例）

河川、海岸、道路１１０番河川、海岸、道路１１０番

河川管理者、自治体等の行政のみの情報収集に河川管理者、自治体等の行政のみの情報収集に
も限界がある。住民からの通報情報提供を求める。も限界がある。住民からの通報情報提供を求める。

一般住民からの情報窓口の充実を図り、一般住民からの情報窓口の充実を図り、
日常的に情報提供を求める広報を行う。日常的に情報提供を求める広報を行う。



●●自治体等への情報提供の課題自治体等への情報提供の課題

現在、河川管理者から自治体へ提供している情報は河川水位現在、河川管理者から自治体へ提供している情報は河川水位
情報、水防警報、洪水予報、主に河川水位を基本としたもの情報、水防警報、洪水予報、主に河川水位を基本としたもの
に限られている。また、水位も時刻毎のデータに限られている。に限られている。また、水位も時刻毎のデータに限られている。

・水防団への指示、住民への避難勧告を判断するうえで、・水防団への指示、住民への避難勧告を判断するうえで、
より具体でリアルタイムな河川情報が必要。より具体でリアルタイムな河川情報が必要。

住民に対してはホームページでの水位情報を提供している。住民に対してはホームページでの水位情報を提供している。
自治体からは避難指示、勧告が出される。自治体からは避難指示、勧告が出される。

・被災経験、危機意識が低下している中で、災害時には的確な・被災経験、危機意識が低下している中で、災害時には的確な
行動が行われるよう危険の程度が実感できる情報の提供が必要。行動が行われるよう危険の程度が実感できる情報の提供が必要。

光ネットワークの整備による画像情報の配信、共有化を行う。光ネットワークの整備による画像情報の配信、共有化を行う。

メディアやホームページを通じた画像情報、危険情報の提供。メディアやホームページを通じた画像情報、危険情報の提供。
個別住民へのきめ細かな情報の提供個別住民へのきめ細かな情報の提供

●●地域住民への情報提供への課題地域住民への情報提供への課題



パソコンやインフォメーション端末パソコンやインフォメーション端末
からの情報取得の充実からの情報取得の充実

姫路河川管内情報ネットワークの構築姫路河川管内情報ネットワークの構築



（姫路河川国道事務所の実施事例）（姫路河川国道事務所の実施事例）

水位情報配信サービス水位情報配信サービス

揖保川等が警戒水位や危険水位など揖保川等が警戒水位や危険水位など

を超えた際にあらかじめ登録されたを超えた際にあらかじめ登録された

ユーザーにメールで通知するサービスユーザーにメールで通知するサービス

アドレスアドレス
Http://Http://www.himeji.kkr.mlit.go.jpwww.himeji.kkr.mlit.go.jp//

●●きめ細かな情報提供の充実を図るきめ細かな情報提供の充実を図る



ＣＣＴＶカメラＣＣＴＶカメラ
・河川状況、被災状況等の空間監視・河川状況、被災状況等の空間監視
・河川管理施設（堤防、護岸等）の状況監視・河川管理施設（堤防、護岸等）の状況監視

樋門門扉等の遠隔操作樋門門扉等の遠隔操作
（制御、監視）（制御、監視）

樋門等の門扉操作員の高齢化、また後継者の確保が困難となって樋門等の門扉操作員の高齢化、また後継者の確保が困難となって
いる。いる。

施設管理の省力化、迅速化を図るため、樋門等の遠隔操作についても施設管理の省力化、迅速化を図るため、樋門等の遠隔操作についても
検討していく。検討していく。

光ネットワーク整備による施設管理の省力化光ネットワーク整備による施設管理の省力化



光ネットワーク整備による管理の高度化、情報共有の研究光ネットワーク整備による管理の高度化、情報共有の研究

光ファイバーの情報量を活用し、より高度な光ファイバーの情報量を活用し、より高度な
管理技術の活用と有効な情報の共有化につい管理技術の活用と有効な情報の共有化につい
て研究を行う。て研究を行う。



●●平時の準備に必要な情報提供の充実平時の準備に必要な情報提供の充実

揖保川浸水想定区域図は、揖保川浸水想定区域図は、
平成１４年６月１４日に指定、平成１４年６月１４日に指定、
公表を実施した。公表を実施した。

・現行の想定氾濫区域図は本川から・現行の想定氾濫区域図は本川から
の氾濫被害のみを想定している。の氾濫被害のみを想定している。

対象河川を引原川、栗栖川、林田川、対象河川を引原川、栗栖川、林田川、
中川、元川に拡大する。中川、元川に拡大する。



・洪水ハザードマップの作成、公表は現在、５自治体に止まっている。・洪水ハザードマップの作成、公表は現在、５自治体に止まっている。

市町合併もありまた今後も予定されていることから、市町合併もありまた今後も予定されていることから、
関係自治体全てでの洪水ハザードマップの作成、改訂に向けて支援を行う。関係自治体全てでの洪水ハザードマップの作成、改訂に向けて支援を行う。



９．３９．３ 水災害防止力の課題と対応水災害防止力の課題と対応

●●水防団員の減少水防団員の減少
水防団や住民の防災意識の低下水防団や住民の防災意識の低下

防災に関する地域講座、学校での防災防災に関する地域講座、学校での防災
教育の実施による意識の啓発教育の実施による意識の啓発

自治体と連携し、ハザードマップ自治体と連携し、ハザードマップ
を活用した避難訓練等の実施。を活用した避難訓練等の実施。

自治体と連携して自治会などの協力、自治体と連携して自治会などの協力、
ボランティア団体の把握、参加・ボランティア団体の把握、参加・
協力のための仕組みを検討していく。協力のための仕組みを検討していく。



●●洪水経験の減少による水防技術の低下洪水経験の減少による水防技術の低下

自治体と連携した水防訓練への支援、参加自治体と連携した水防訓練への支援、参加

防災エキスパート制度の活用防災エキスパート制度の活用

洪水や災害に関する専門知識を持った人材による災害時協力体制の整備、洪水や災害に関する専門知識を持った人材による災害時協力体制の整備、
充実を図る。充実を図る。



９．４９．４ 地震、津波対策地震、津波対策

地震発生時の対応

防災体制の発令（震度４以上）

迅速な情報の収集、通報

河川巡視の実施

被害状況（一般被害含む）の把握

堤防兼用道路等に係る交通規制の要請

災害復旧

兵庫県南部地震で兵庫県南部地震で
亀裂が生じた堤防（加古川）亀裂が生じた堤防（加古川）



○○想定津波波源想定津波波源
・中央防災会議による東南海・南海地震津波・中央防災会議による東南海・南海地震津波

○○津波来襲時潮位津波来襲時潮位
・平均朔望満潮位（標高・平均朔望満潮位（標高+0.6m)+0.6m)

津波への対応

津波の遡上予測計算

・津波の高さ・津波の高さ 最大で標高最大で標高1.5m1.5m～～1.6m1.6m
((揖保川では河口から徐々に減衰、中川はほぼ一様）揖保川では河口から徐々に減衰、中川はほぼ一様）

・津波の到達時間・津波の到達時間 河口部で約河口部で約115115分分

・津波の遡上範囲・津波の遡上範囲 河口から約河口から約3.0k3.0k



○津波による浸水範囲

津波の発生により、堤防を越水す津波の発生により、堤防を越水す
る浸水被害は生じないる浸水被害は生じない

●●津波対策津波対策

・津波注意報が発令された場合、・津波注意報が発令された場合、
河口～河口～3.0k3.0k付近の水門、樋門付近の水門、樋門
のゲートを閉鎖する。のゲートを閉鎖する。

・津波情報の収集・津波情報の収集

・河川巡視、水面監視・河川巡視、水面監視

・河川敷地利用者への注意呼びか・河川敷地利用者への注意呼びか
けけ


